
合併に係わる事後開示書類

東京都墨田区両国二丁目 10番 14号

三菱製紙株式会

取締役社長 木坂

当社は、当社を吸収合併存続会社、北上ハイテクペーパー株式会社 (以下、「KHPJと い

います。)及び北菱興業株式会社 (以下、「北菱」といいます。)を吸収合併消滅会社とする

吸収合併 (以下、「本合併Jと いいます。)に関し、会社法第 801条第 1項および会社法施

行規則第 200条の規定に従い、次のとおり本合併に係る事項を記載した書面を備え置くこ

ととします。

1.本合併が効力を生じた日  2023年 4月 1日 (規貝町200条 1ケ )

2.吸収合併消滅会社における次に掲げる事項 (規則200条 2号 )

1)本合併をやめることの請求に係る手続きの経過

K[IP及び北菱は当社の完全子会社であったため、会社法第 784条の 2の規定に

よる請求に係る手続きについて、該当事項はありません。

2)反対株主の株式買取請求手続きの経過

KIIP及び北菱は当社の完全子会社であつたため、会社法第 785条の規定による

請求に係る手続きについて、該当事項はありません。

3)新株予約権買取請求手続きの経過

KI‐IP及び北菱は、新株予約権を発行しておりませんでしたので、該当事項はあ

りません。

4)債権者の異議手続きの経過

KIIP及び北菱は、会社法第 789条の規定により、令和 5年 2月 15日 付の官報

及び個別催告により債権者に対して本合併に対する異議中述の公告等を行いまし

たが、異議申述期限までに債権者からの異議の申し出はありませんでした。

3.吸収合併存続会社における次の事項 (規則200条 3号う
1)木合併の差止請求に係る手続きの経過

当社は、会社法第 796条第 2項の規定に基づき株主総会の承認を経ずに本合併

を実施いたしましたため、同法第 796条の 2の規定による木合併の差止請求に係

る手続きについて、該当事項はありません。

また、当社は会社法第 797条第 3項及び第 4項の規定に基づき、2023年 2月

15日 開始の電子公告による株主への公告を行い、所定の期間内に株主からの本合

併に反対する旨の通知はなく、会社法第 796条第 3項及び会社法施行規則第 197
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条に定める株式の数には至りませんでした。

2)反対株主の株式買取請求手続きの経過

当社は、会社法第 796条第 2項の規定に基づき株主総会の承認を経ずに本合併

を実施いたしましたため、会社法第 797条の規定による反対株主からの株式買取

請求に係る手続について該当事項はありません。

3)債権者の異議手続きの経過

当社は、会社法第 799条の規定により、2023年 2月 15日 開始の電子公告及び

同日の官報により債権者に対して異議申述の公告を行いましたが、異議申述期限

までに債権者からの異議の申し出はありませんでした。

4,本合併により吸収合併存続会社が吸収合併消滅会社から承継した重要な権利義務に関
する事項 (規則1200条 4号 )

当社は、本合併の効力発生日をもつて、KHP及び北菱からその権利義務の一切を承継
しました。

5.会社法第 782条第 1項の規定により吸収合併消滅会社が備え置いた書面 鶴則200条 5号 )

別紙 1(KHP)及び別紙 2(北菱)の通りです。

6.会社法第 921条の変更の登記をした日 (規則200条 6号 )

当社の変更登記申請は、2023年 4月 10日 に行 う予定です。

7.前号に掲げるもののほか、本合併に関する重要な事項 観則200条 7ケ )

該当事項はありません。

以  上
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層J和氏1

20234干 211 15日

合併に係わる事前開示書類

岩手県北上市精去町社長根 35番地

北上ハイテクベーパー株式会社

代表取締役 太田 禎 l

会社法第 782条第 1項及び会に
'法

施行規則第 182条の定めに従い、下記のとおり吸収合

併契約等の内容その他法務省今に定める事項を記載 した書面を備え置くことをします。

1.吸収合併契約の内容 |″ (7Hゼ 姿t41lヶ

別添のとおり、2023年 4月 1日 41^け で、当社及び北菱興業株式会社を吸収合,,消滅会社、

三菱製紙株式会社を吸収合併存続会社とする吸収合併契約を締結し表した争

2,合併対価の相当性に関する事項及び合併対価について参考となるべき事項 うと井:|ヽど生I

I主 ilサ ,ゼ ;手→

二を製紙株式会社は、吸収合併消滅会社である当社と北を輿業株式会社の発行済み株式

全剖
`を

所在しているため、合併に除 し́ては株式の発行および金銭等の交付|ま行いませノッ.

3.翔及収合併に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項 1培と理 182i装 1'111,

V4仕は、新株千約確を発行していません

4.計算書類等に関する事項 機卿182楽 t'11Ⅲ 、6ガ
=テ

吸収合併存続会社である三菱製紙株式会社
`′

9う最終事業年度 (2021年 4月 1「 |～ 2022年二3

月 31日 )に係わる詞‐算書類等 Fま別添のとおりです◆

なお、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分、重大な債務¢)負担そゲ)勉の会社民を
‐
産

の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。

当社の最終事業午度 (2021年 4月 1日 ～2022年 3月 31日 )の末 日後、重要な財産の処

分、重大な横務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じてお りま

せん.

耳と狂興業株式会社との最終事業有i度 (2021年 4月 1日 ～2022年 i3月 81日 )の末 |1後、重

要な財産の処分、重大なr☆務の負担その他の会社財産の状況 |こ重要な影響を与える学:象は

生 じてお りませんξ
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5.吸収合併が効力を生ずる日以後における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関
する事項 (規則182条 1項 5号 )

いずれの会社についても、資産の額が負債の額を上回つております。また、合併の効力

発生日までに資産および負債の状態に重大な変動を生じる事態は現在のところ予測されて

おりません。よつて、本件吸収合併により当社の負担すべき債務について、履行の見込み

があると判断 します。

以  上
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(箱ユ足説明)

1,吸収合併契約の内容
・・ 。捺印済合併契約書写しを添付

4.計算書類等に関する事項
・・・MP】VIの 2()22年 3月 期計算書類等を添付
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合 併 契 約 書

三菱製紙株式会社 (以 下 「甲」 とい う。)、 北上ハイテクペーパー株式会社 (以 下
「乙」 とい う。)及 び北菱興業株式会社 (以 下 「丙」とい うし)は

次のとお り合併契約を締結する,

第 1粂 (合 併の方法 )

甲乙丙は、甲を吸収合併存統会社、乙丙を吸収合併消滅会社 として合併 し (以 下
「本合併」

とい う。)、 甲が乙丙の権利義務の全部 を承継す る。

第 2粂 (姿 事会社 の商号及び住所 )

本合併 に係 わ る吸収合併存統会社及 び吸収合併消滅会社 の商号及び住所 は次の とお りで

ある。

1)吸 収合併存統会社

商 号 :三 菱製紙株式会社
住  断 :東 京都墨 ロヨ区両国 2‐ 10‐ 14

2)吸 収合併消滅会社 (1)

商 ■ 1北 上ハイテクペーパー株式会社
住 所 I岩 手県北上市相去町笹長根 35

吸収合併消滅会社 (2)

商 号 :北 菱興業株式会社
住 所 i岩 手県北上市相去町笹長根 35

第 3条 (無 対価合併 )

甲は本合併 に際 して、乙丙の株 主に対 して株式 の発行及び全銭等の交付 を しない もの とす

る。

第 4条 (合 併 によ り増加す る資本金及び準備金等の額 )

本合併によ り甲の資本金及び資本準備全 は増加 しない

第 5条 (本 合併 の効 力発生 日)

本合併 の効力発生 日は、2023年 4月 1日 とす る。ただ し、吸収合併の手続 きの進行に応

じ、必要 あるときは、甲乙丙協議の うえこれ を変更す ることができる。

第 6条 (合 併承認取締役会 )

甲乙丙は、勤力発生 日の前 日までに、取締役会 を開催 し、本契約の承認 を求 める。

第 7条 (会 社財産 の引継 )

甲は、効力発生営において、効力発生瞬の前日における乙丙の全ての資産及び負使並びに権利義務の一切

を承継する。

第 8条 (善管注意義務 )

甲乙丙は、本契約締結後効力発生 日に至 るまで、善良なる管理者 としての注意 をもつてそ

れぞれ の業務を執行 し、かつ、一切の財産管理 をす るもの とし、その財産及び権斥H義 務 に重

要なる影響 を及ぼす行為 を行 う場合 には、あ らか じめ甲乙協議 の うえ、 これを実行す る。

第 9条 (黎散の費用 )

効力発生 日において、乙丙の解散 のために支出す る費用は、すべて甲の負担 とす る。

第 10条 (協 議事項 )

本契約 に定めた事項 のほか、合併に関 し必要な事項があるときは、本契約の題 旨に基づ

いて、 甲乙協議の うえ、決定する。

以上の契約 を証するため本書 1通 を作成 し、甲が本紙 を Z:丙 がその写 しをそれぞれ保有す る。

2022年 11月 14日

甲

東京者F】墨 田医両国 2■ 014

三菱製紙株式会社

代表取締役社長 木坂 隆一

岩手県北上市相去町笹長根 35

北上ハイテ クペーパー株式会社   、`、
代表取締役社長 太園 ネ貞と  :、・ if」

岩手県北上市相去町笹長根 35

北菱興業株式会社

代表取締役社長 片方 寿也

乙

丙
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※ 注記事項
(1)期中における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
新規  ―社 (社名) 、除外  ―社 (社名)

(2)会計方針の変更 J会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更
② ①以外の会計方針の変更
③ 会計上の見積りの変更
④ 修正再表示

(3)発行済株式数 (普通株式)
① 期末発行済株式数 (自 己株式を含む)
② 期末自己株式数
③ 期中平均株式数
(注 )当社は、役員報酬BIPF言託を導入しており、
において自己株式として取り扱っております。

征

る当 は「 (3)発行 数 (普通株式)」

有

無

有

無

(参考)個 別業績の概要
1、 2022年 3月 期の個別業績 (2021年 4月 1日 ～2022年 3月 31日 )
1

2022年 3月期 44,741,433株 2021年 3月期 44,741,433株

2022年 3月期 288,324株 2021年 3月期 83.756林

2022年 3月期 44,643,972株 2021年 3月 期

“

,658,368株
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一
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(参考)自 己資本 2022年 3月 期  49,064百 万円   2021年 3月 期  46,861百 万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料4ページ「耳 経営成績等の概況  (4)今後の見通し」をご覧ください。
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三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 判 決算短信

1.経 営成績等の概況
(1)当 期の経営成績の概況
当期は、新型コロナウイルス感染症の拡大に対する防疫と経済の両立が進展し、経済活動は一定程度の回復がみ

られました。一方、海上輸送コンテナや詣資材の不足、llと送遅れなどによる物流の混乱は収束せず、ロシア・ウク

ライナの地政学釣リスクの高まりからエネルギー価1各や資材価格が高騰しました。

当社グループを取り巻く環境におきましては、外出やイベントの制限が緩和されたことなどから需要の回復がみ

られまし′た。 しかしながら、製品配送コストの上昇に
'l脅

え_て、原油・石炭・天然ガスなどの燃料価格急時の影響を

大きく受けることになりました。

このような状況下、当社グループは各事業の需要動向に合わせた生産体制の拡大・縮減を実施し生産性の向上を

図るとともに、販売面では製辞1価格の改定や新製屁1の拡販に努めました。

最終年度となる「新中期経営計画J(2019年 4月 ～2022年 3月 )につきましては、 3つの重点戦略、

① 王子グループとのアライアンスによる強国な経営基盤の確立

② 既存事業の lⅢ構築と充実

③ 新たな収益の柱の育成による事業基盤の多様化
に精力的に取組み、基本方,|である「新しいステージに立った事業基盤の強化と多様化」を進めました。

上子グループとのアライアンスでは、2021年 10月 に当社白河事業所のプレスボー ド事業を王子エフテックスlギ|むヘ

事業譲渡するなど、資本業務提携を通じて事業ホー トフォ,オの変革と経営基盤の強化を進めました。

当朝の連結売上高は1,819億 2T万円 (前翔比121%増 )と なりました。

損益面では、原燃料高時の影響を受けたものの、生産販売数量の回復や l占 定費削減などのコストダウンにより、

連結営業損失は 2億 4千 8百力円 (前翔は連結営業損失17億 7千万円)、 連結経常利益は19億 6千 4百万円 (前期

は連結経f肯損失 6億 3千 6百万円)と なりました。親会社株主に帰屈する当期純利益は10億 9千 6百万円となりま

した。

セグメン トごとの経営成績は、次の通りとなりました。

(単位 |百万円)

売上高 営業利益 (△は損失)

20214ド3月 期 2022年 3月 期 増減率 2021年 3月 期 2022年 3月 期 増減率

押F告

セグメン ト

紙・パルブ 125,340 135,986 85 △ 1,299 △ 3,421

イメージング 25,182 32,296 28 2 △2, 128 837

機能材 15,144 18,134 197 1,506 2,121 10 3

倉庫・運輸 7,550 7,822 3.6 119 231 55,3

178,217 194,239 12,1 どゝ 1,771 △230

その他 5,630 7,020 24_7 47 75 60.7

言| 178,848 201,260 12.5 △1,724 △ 154

調整額 (注 ) 4【 16,523 どゝ 19,339 △ 45 △93

合言| 16彦 ,3ゼ 5 131,920 121 /ゝ 1,770 とゝ 21S

(注)調整額は主として内部取引に係るも(ア )です。
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(紙・パルプ索:業 )

国内市場につきましては、コロナ禍の影響により大きく需要を減 らした前年比でFll刷用紙を中心に販売数量、企

額 ともに増加 しました。輸出につきましては販売数量、金額ともによ曽加しました。また牛た面では需要動向に合わ

せた生産体制を継続してまいりました。

市敗バルプにつきましては、世界的な物流遅延 ,北米の豪雨被害等により市況価格が高騰し、販売数量、金額と

もに増力いしました。

欧州子会社につきましては、販売数量、金額ともに増力口しました。

一方で、田内、欧州ともに原燃料価格が急1港 し、コス ト面で大きな影響を受けました。

以 L♂)結果、紙・バルブ事業は幣収減益となりました。

コロナ禍の先行きは,く然ととンて不透爛ナJですが、紙需要は品紅・用途によって回復度今いの差がはっきりしてきま

した。その中で 卜期には日J昂 !用紙、情報用紙、自板紙全般について製品価格の改定を実施しましたが、足元ではウ

クライナ情勢の影響等により原燃料価格が想定を上回る水準で推移 しております。

かかる状況下、自ヨナ」努力として引き続き需要動向に合わせた生産体需け蛾適化と在庫水準適正化の取り組み継続、

またI了 グループとの協業深化に加えて、パルプ、クラフ ト紙、機能ホ灰緑、脱プラスチックに寄与するバリアコー

ト紙など紙素材としての品揃え拡大を強力に推進し、製品ポー トフォリオの転換と早期の収益安定化を目指してま

いります。

(イ メージング事業 )

新型コロナワクチン接種の進展等で感染状況が落ち着いた地域では旅行やイベン トの行動制限が緩和され、 1]ど l内

および海外市場ともに画像出力用途を中心とする写真感光材料やインクジェット用紙の需要が回復しました。ま

た、成長分野では業務用途のインクジェット用紙やエレクトロニクス関連製品1の新規開柘が進み、増収増朴となり

ました。

生産体制の継続的な見直しをおこなって既存事業の共盤を強イヒするとともに、世界各国の市場動向に柔軟に対応

しながら成長分野での新規拡販を推進 しつつ、国内外で収益力向 1二 ,こ取り組んでまいります。

(機能初事業 )

水処理膜支持体、バッテ リーセハ レータなどは需要のよ`置加により堅調に推移しました。また、化粧板原紙やテー

プ原紙の需要もけ|き続き日f膵で舶年を「 回ることができました。販売端の効果に加え、生産性府j riに よるコス トダ

ウン効果等もあり増収増名ヽとなり たヽした。

引き続き、水処チ争1膜支持体の新規ユーザー獲得やMBR(膜 分離活性汚泥法)膜用への展ロデヨに加え、バッテリー

セパ レータ、耐熱不織布、テープ原紙、新たに立ち上げたメル トブロー不織布の拡販に注力してまいります年

(2)当期の財政状態の概況
当連結会計年度末の資産は、現金及ひ預金、有形固定資駐等の減少はあつたものの、受取手形、売掛金、退職給

付に係る資産等の増加により、前連結会言1年度水に比べ64億 4千万円士曽加し、2,J58億 7千 9百万円となりました。

負償は、文払手形及び買掛金等の増力nはあった ()のの、有利子負債の肖Ⅲ減等により、前蓮結会計年度末に比べ 2

億 7千力円減少し、1,462億 6T5百 万円をなりましたf
純資産は、親会社株主に帰属する当螂純利益の計に、選職給 lヽ に係る調整累計額等の増加により、前連結会計年

度末に歩ヒフミ67億 1千 1百万円増加 し、696徳 1千 3百万円となりました。
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(3)当 期 のキャ ッシュ・ フローの概況
当連締会計年度末における魂金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ66億 5千 4百万円減少し、90億 4千

7百万円となりました。

(営業活壼)Jに よるキャンシユ・フロー )

営業活動の結果得られた資金は、前運結会計年度に比べH3億 1千 6百万円減少し、16億 9千 8百万円となりま

した。収入の主な内訳は、減価償却費84億 8千 9百万円、仕入債務の増カロ60億 8千 3百万円であり、文出の主な

内訳は、債権流動化実行額の減少などによる売上債権の増加125倍 5千 1百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結呆使用した資金は、前連結会計年度に,ヒベ 4億 5千 9声万円増加 し、25億 5千 7百万円となりま

した。支出の主な内訳は、右形及び無形固定資産の敏得 4こ よる支出62倍 5千 5百万円、収入の主な内訳は、投資

有価証券の売却による収入27億 5千 9百万円であります。

(財務活動によるキャンシユ・フロー )

財務活動の結果使用した資金は、前運結会計年度に比べ15億 7千 8百万円増ブ,隠 し、60億 9千 1百万円となりま

した。これは主にコマーシャル・ペーパーゃ借入金の返済によるものです。

(4)今後の見通 し
次期の連結業績につきましては、売上高は2,000億 円、営業利益は25億円、経常利益は35億円、親会社株主に帰属

する当剃純利益は15億円を予想しております。

上記業績見通しは、為替レー ト125円 /米 ドル、135円 /ユーロを前提としております。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含

んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なるれ]能性があります。

(5)利 益配分に関す る基本方針及び当期 。次期の酉己当
剰余金の配婆等の決定に関とン`たしては、株主への利ィト選元を経営の重要課題とll′ 置づけ、各事業年度の業繕と今

後の経営諸施策に備えるための内部留保を総合的,こ勘案しながら、llE当 を安定的に継綻することを基本方針としま

す。

しかしながら、直近の業績動向を総合的に判断した結果、株主の皆様には誠に中しl,ナ、ございませんが、当蝦の期

末配当につきましては、見送ることとさせていただきました。

なお、次期の配当につきましては、上記基本方針に基づき、 1株当たり5円 の期末配当を予定しておりますも

2.会 計基準の選択に関す る基本的な考え方
当率
「
:グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、普面は日本基準で連結財務諸ナく

を作成する方針であります。

今後の国内他社の IFRS採 汗l動向等を勘案し、適切に対応していく方||であります。
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(3)連結株主資本等変動計算書
前連結会計年度(白 2020年 4月 1日 至 2021年 3月 31H)

三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 到 決算短信

(単位 :百 万円)

株主資本

資本仝 資本床」余企 不期イヽ来1余金 自己株式 抹主資本合計

当期首残高 S6.56] 思,i5岳 13,719 ハ 152 58,S84

会計方針の変更によ

る累l貴的影響績

会il方 ,卜の変更を反映

した当期甘残高
36.561 8,555 13,719 △ 152 58,684

当期変動額

剰余金のl拍。当 △223 △223

久捜装補

親会社株主に帰屈す

る当朗純 r叫益又は規

会社株主に帰属する

当期純損失 (△ )

∠ゝ9,562 rゝ 2、 532

連結了会社の清算 4 4

白己株式の取得 △ 0 △ 0

自己株式の処分

株主資本以外の項日
(ア)

当期変動額 (純碩 )

当朗変動額合計 △2,751 △ 0 △2,752

当期末残高 35,561 S,555 10,967 ∠ゝ152 Б5,932

その他の包括利 r卜累計額

井支配株主持分 純資L合言iその他十1価証券

評価差額企
為替換算調整勘定

退職給付に孫る

調整累FI額

そのr也の包括利益

累計額合言|

当期首夕t高 |,20S 11095 △461 1,840 2 60,32T

会,:方針の変更 :こ よ

る累積的彰む彼

会言1方針の変更を反映

した当別山ケ★虐i
1,2('li 1,('(】

1) △ 161 lA′10 60、 S27

当期変助額

剰余令の配ユi △223

欠1員填柿

規会社株主に帰属す
る当期れt利 益又は祝
会4L株→iに 帰属する

当期純1員火 (△ )

どゝ2、 532

連紺 r会社の清算 1

白己株式の収得 △ 0

自己株式の処分

株主資本以外の項営
υ)

14期変動額 (純額 )

2、 736 △ ISS 2,5T4 5, 1を 5 5, 126

当期変r)l額合言I 2,736 △ lS5 2,574 5,125 1 2、 371

当期末残高 3,912 910 2,112 6,965 1 62,902
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当連結会計年度 (白 2021年 4月 上日 至 2022年 3月 31日 )

三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

(単位 !百万円)

株主資本

資本金 資本剰余企 利賞キ剰余金 自己株式 株主資本合計

当期音残高 36,561 8,555 10,967 Zと 152 55,982

会計方IIの 変更によ

る累積的影稗額
△168 △ 168

会副方字|の 変更を反映

した当期尚残高
36,56と 8,55S 10,798 △152 55,763

当期変動額

来け余金の丙f当

欠損填4市 △2,067 2,067

親会社株主に帰属す
る当期純利益又は親

会社株主に帰晟する

当期純 lチ1失 (△ )

1 006 1,096

連常子会社の清算

自己株式の取得 △75 △75

自己株式の′klL分 △ 0 0 0

株主資本り外の項 目
の

当朗変動額 (純領 )

当剃変動額合計 △2,067 3,16と 塗ゝ 75 1,020

当別木残高 36,561 6,488 13,962 ∠ゝ228 56,784

その他の包括利益累計額

非支配抹上持分 純資艦合計その他有価証券

評価差額企
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整繁計額

その他の包括利益

繁計額合計

当期首残高 3,912 910 ″,112 6,965 4 62,902

会計方針の変更によ

る累膚的影穀類
△ 0 △169

会計方全Iの 変更を反Ⅲ(

した当期古残高
3,t,`lZ ('10 Z,IIツ 6,(〕 65 4 6Z,733

当翔変額ジl′哲l二

剰余金の配望i

欠損填柿

規会社株主にJ♯属す

る当期純利益 又は槻

会社株ことに帰属する

当期純損失 (△ )

と,096

逆結子会社の清第

自己株式の収得 Z【 75

自己株式の処分 0

株主資本以外の項 H
の

当期変I)l額 (純額 )

745 42 5,069 5,858 0 6,859

当期変動額合言1 745 42 5,069 5,853 0 6,880

当期末残高 4,688 952 7,182 12,S24 69、 613

-10-
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三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 剣 決算短信

(5)連 結財務諸表に関す る注記事項
(継統企業の前提に関する注記)

該当事項はありません6

(会予|‐方針の変更 )

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準J(企業会言卜基準第29号 2020年 3月 3X日 。以下「収益認識会計基準こという。)等
を当連結会計年度の期洋から適用し、約束した財又はサービス(ア)支配が顧客に移転 した時点で、当該財又はサービス

と交換に受けH文ると見込まれる金額で収益を認識することとして第ります。

これによる主な変更点として、販売奨励金等については、従来は販売費及び一般管理費として処理しておりました

が、取引対価の変動部分の額を見積 り、取引価格から減額する方法に変更しております。また、藤客への商品又は製

成1の目lぇ売における当社グループの役割が代理人に該当する取号1について、従来懸客から受け取る対価の総額を収恭と

して認識 しておりましたが、当該対価の総額から第 二者に対する支払額を井し引いた純額で収益を認識する方法に変

更しております。

収益認識会計基準等の適用について ,よ、収益認識会計基準第34項 ただし書きに定いる経過的な取扱いに従つてお

り、当速結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の

利益刺余金に加 ll‖文し、当該期首残高から新たな会計方針を適用 しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産 !に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当連

結会計年度より「受取手形ど、 「売掛令」に含めて表示 し、 「流動負債Jに表示 していた Iその他」は、当連結会言1^

年度より「契約負債」、「その他」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89-2項 に定める経過

的な取l及いに従って、前連結会計年度仁ヤついて新たな表示方法により組替えを行つておりません。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行 う前と比べて、当連席会計年度の連結損益計算書は、売 L高が1,329百

万円、売 L原価が1,162白 万円、販売費及び一般管理費が207百 万円、営業外費月1が 9百万円それぞれ減少し、営業利

益が40百万円増加、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ19百万円増加 しております。

また、当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変夢プl計算書の利益

来1余金の期首ケ実高が168百万,4減少 しております。

(時価の算定に関する会計基準等の適用 )

「時価の算定に関する会計基準」 (企業会岳1基耳と第30弓  201〔 ,年 7月 4口 。以下 '時価算定会言1基準iと いう。 )

等を当連結会口千年度の期首から適用し、時価第定会計基平:第 19項及び「金融商品に関する会言1基準」 (企業会言,基イl'

第10号 2019年 7月 4日 )第44-2項 に定める経過的な取扱いに従って、時th算定会計基準等が定める新たな会計方

0キを将来にわたつて適用することとしておりますっなお、連結財務諸表に与える影響はありませんぅ

(会計上の見横 りの変更)

退職給付に係る会計処理における教理計算上の差異の費用処理年数について、従業員の平均残存勤務期借]が短縮 し

たため、半i連結会計年度より費用処理年教を当社は11年から10年に変更しました。

この変更により、当連結会計年度て
')営
業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それぞれ44百 万円減少 し

てお ります。

- 13 -



三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

(セ グメント情報等 )

1 報告セグメン トの概要
(1)報告セグメン トの決定方法

当社の報告セグメン トは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で占′〉り、取締役会が

経営資源の西と分の決定及び業績を評価するために、定期的に検用`lを行う対象となっているくぅのであります。

当社は、木社に製品別の事業部を置き、舅ヌリ扱 う製品について国内及び海外の包括的な戦置俸を立案し、事業活

動を展開しております。

当社グループは事業部を基礎 とした製品別セグメン トから構成されており、「紙・パルプ事業」「イメージン

グ事業ど「機能材事業J r倉席・運輸事業」の 4つ を辛R告セグメン トとしております。

(2)各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「紙・パルプ事業」は印刷・情辛R用紙、パルプ等の製品群、「イメージング事業」は写真感光朝料、インクジ

ェット用紙等の製品群、「機能材事業」は機能性材料等の製品群、「倉庫 ,運輸事業Jは倉庫及び貨物運送等の

サービスを取り|メ文う事業を遂行しております6

2.報告セグメン トごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
報告セグメン トの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメン ト間の内部売上高及び振名手、高は市場実勢価格に基づいております。

- 14 -



三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

3 報告セグメン トごとの売 任高、利益又は損失、資江その他の項目の金額に関する情卒R
前連結会計年度 (自  2020年 4月 1日  至 2021年 3月 31日 )

報告セグメン ト

紙・パル

プ事業
イメージ
ング事業

機能材
事業

倉庫・

連輸事業
計

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

連結財務
諸表
計上額
(洪)3

外部顧客への売「 高

セグメン ト間の内部
売 に高又は振替高

売上高

]20,689

4,650

21,904

3,278

12,746

2,398

4,800

2,719

160,1■0

13,077

2,181

3,146

162,325

16,523 △ 16,523

162,325

計 125,340 25,132 15,144 7, 173,217 51680 173)848 △ 16,523 162,325

セグメント利益
又は損失 (△ )

どゝ 1,299 △ 2,128 1,506 149 △1,771 47 ∠ゝ 1,724 △ 45 △ 1,770

セグメント資産 上42,742 31,566 17,042 4,302 195,654 9,006 204,660 1,777 209,438

減価償去F費

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

その他の項目

6,609

713

4,053

1,624

上,838 554

118

61

9,000

713

6)506

128

2,648

16

9,123

3,362

6.522 △ 100

△ 97 9,031

3 362

6,422

(注)と

2

3

「その他どの区分は、キR告セグメン トに含まれない事業セグメン トであり、エンジニアリング業等を含んで

お ります。

調整額は下記のとお りです。

(1)セ グメン ト利益又は損失の調整額△46白 万円には、各報告セグメン トに配分していない全4L費用△ O白
‐

万円、セグメン ト間取引消去△45百万円が含まれてお りま十。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない 般管理費て汐)り ます。
(2)セ グメン ト資産の調整額4.777百 万円にイ求、各報告セグメン トに対と分していない企社資産19,642百万円、

セグメシ ト間取引消去△11,864百万円が含まれております。

(3)減価償去「費の調整額△97百万円は、セグメン ト間取引消去ム97百万円であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増 )J鳳額の調整額△100百 万円は、セグメント間取引消去△100百万円で

あります。

セグメン ト利益又 tよ損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行つております。

,D



(注)1

2

3

三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 剃 決算短信

当連結会計年度 (白  2021年 4月 1日  至 2022年 3月 31日 )

「その他」の区分は、報告セグメン トに含まれない事業セグメン トであり、エンジニアリング業等を含んで

お ります。

調整額は下記のとおりです。

(1)セ グメン ト利益又は損失の調整額は、セグメン ト間取引消去であります。

(2)セ グメン ト資たの調整額△3,627百 万円には、各報告セグメン トに配分していない全社資注11,243百万

円、セグメント間取引消去△14,871百万円が含まれておりま十。

(3)減価償却費の調整額は、セグメント問T文号1消 去であります )

(4〉 有形 1制定資産及び無形附1定資離の増加1額の調整額は、セグメン ト問取引消去であります ,

セグメン ト利益又は損失は、連結換益計算書の営業損失と調整を行つております。

報告セグメン ト

紙・パル

ブ事業
イメージ
ング事業

機能材
事業

倉庫・

連輸事業
言十

その他
(注)l

合計
調整額
(注)2

連結財務
諸表
計上額
(注)3

外部顧客への売上高

セグメン ト間の内部
売上高又は振替高

売上高

130,313

5,672

27,558

4,737

15,389

2,744

5,155

2,667

178,418

15,821

31502

3,517

181,920

19,339 △ 19 339

181,920

計 135,986 32,296 13,134 7 822 194,239 7,020 201,260 131,920△ 19,339

セグメン ト利益
又 ,ま損失 (△ )

△ 3,421 837 2,121 231 ▲230 75 Z1154 △93 △248

セグメン ト資産 150,750 31,838 20,279 4、 225 210,114 9,362 219,507 どゝ3,627 215,879

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び
無形固定資進の増加額

その他の項日

減価捜蜘↓費 6,345

724

21569

1,260

2,129

153

5,861

724

8,460 123

3,705

25

8,583

4,430

5,837

△94

△95

8,489

4,430

5,791

-  16 -―



前連結会計年度
(白  2020年 4月 lF
至 2021年 3月 31日 )

当連結会計年度
(白  2021年 4月 1日
至  2022年 3月 31日 )

]l朱当たり純資産額 1,40845円 1,56588円

1抹当たり当期純利益又は
1株当たり当期純損失 (△ )

△56,72円 2462円

潜在株式調整後 と株当たり当期純利益 一円 ― 円

(注 )と

2

三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

(1株 当たり情専R)

″口ヽ在1未式調整後 1株当たり当期純利益については、潜在殊式が存在しないため記載 しておりませんぃ
役員報酬BIPイ言口

~tが
保有する当社株式を、 1株当たり和L資産額の算定上、期末発行済株式総数からf空除する自己

株式に含めております。 (前連結会計年度一株、当連結会計年度203,600株 )

また、 1イ朱当たり当期純利益の算定 ri、 期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めておりますじ

(前連結会言卜年度―株、当連結会計年度113,184株 )

3.1株 当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

4.1株 送たり当朗純利益又は 1株当たり当期純損失の算定 比の基礎は、以下のとおりでありま

(重要な後発事象 )

該当事項 tまありません。

前連結会計年度
(202+年 3月 31日 )

当連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

純資産の部の合計額 (百万円) 62,902 69,613

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円) 4 ドぅ

(う ち非支配株主持分 (百万円)) (4) (5)

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円) 62,398 69,608

1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数 (株 )

44,657,677 44,453,109

前連結会計年度
(自  2020年 4月 1日
至  2021年 3月 3と 日)

当運締会計年度
(自  2021年 4月 1日
十` 2022ノ■3月 31日 )

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失 (△ )(百 万円)

△2)532 1,096

普通株式 1こ係る親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失 (/ハ )(百万111)

どゝ 2,532 1,096

普通株式の期中平均株式数 (株 ) 44,658,368 44,543,972
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別紙 2

202341i2)曙  15日

合併に係わる事前開示書類

岩手県1と と市相去椰す社長根 35番地

北菱製業株式会社

代表取締役 片方 寿色

会社法第 782条第 1項及び会社法施行規貝1第 182条の定めに従い、下記 (アジとおり吸収合

,F契約等の内容その他法務省令に定める事項を記載した許面iを備え置くこととします。

1.吸収合併契約の内容 ,ラ (τドど生IⅢ下I号ナ

汚II添のとおり、2023年 4月 1日 子ヽltす で、■4`ti及び耳ヒ上ハイテクベーノく―株式会社を吸収

合併消滅会社、三菱製紙株式会社を吸収合併存続会社とする吸収合併契為を締結しまし′たぅ

2.合併対価の相当性に関する事項及び合併姑価について参考となるべき事項 14出 子ヽ2各 t

よ質1上;,と を,

三菱製紙株式会社は、吸収合併消滅会社である当社と北 _をiハイテクノく―パー株式会社の

発行済み株式全部を所有しているため、合け:に際しては株式の発行および金銭等の交付は

行いませんc

3・吸収合併に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項 i Ⅲl,と ,1ヽ2祭 11111を ,

晋社は、新株予約確を発行 していません,

4.計算書類等に関する事項 墳町 1ド 2後 1,|ド」、(;',1

吸lttf干つ千irr続会社である三菱製紙株式会社の最終事業年度 (2021年 4月 1日 ～2022年 3

月 81日 )に係わる計算書類等は別添のとおりです ^

なお、最終事業年度の水日後、重要な財産の処分、重大な債務の負担そC)他の会社撰オ産

の状況 |こ重要な影響を与える事象は生 じておりません.

当練iの最終事業年度 (2021年 4月 1日 ～2022年 3月 31日 )の末日後、重要な興1‐産の処

分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象 |ま生じておりま

ど́スォ

北、仕ハイテ ク́ く―ノく―株式会社の最終事業年度 (2021年 4月 1日 2ヽ022年 3月 3至 日)

の末日後、重要な財産の処分、三大な債務の負担その他の会和胡1止ヴ)状況た重要な影響を

与える事象は生じておりません.
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5.吸収合併が効力を生ずる日以後における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関
する事項 l規則182条 1項 5号 )

いずれの会社についても、資産の額が負債の額を上回つております。また、合併の効カ

発生日までに資産および負債の状態に重大な変動を生じる事態は現在のところ予測されて

おりません。よって、本件吸収合併により当社の負担すべき債務について、履行の見込み

があると判断します。

以  上
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(練足説明)

と,吸収合併契約の内容

・・・捺印斎合併契約書写しを添付

4.計算書類等に関する事項
・ 。'MPMの 2022年 3月 期計算書類等を添付
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合 併 契 約 善

三菱製紙株式会社 (以 下 「甲Jと い う。)、 北上ハイテクペーパー株式会社 (身 下 「乙」 という。)及 び北菱興業株式会社 (以 下
「丙」とい う。)は

次のとお り合併契約を締結する。

第 ]条 (合 併 の方法 )

甲乙丙は、甲を吸収合併存統会社、乙丙を吸収合併消滅会社 として合併 し (メ 下
「本合併」

とい う。)、 甲が 乙丙の権利義務 の全部 を承継す る。

第 8条 (善 管注意義務 )

甲乙丙は、本契約締結後効力発生 日に至るまで、善良なる管理者 としての注意 をもつてそ

れぞれの業務を執行し、かつ、一切の財産管理をするものとし、その財産及び権利義務に重

要なる影響を及ぼす行為を行う場合には、あらかじめ甲乙協議のうえ、これを実行する。

第 2条 (当 事会社の商号及び住所 )

本合併 に係 わ る吸収合併存統会社及び吸収合併 消滅会社 の商号及び住所 は次の とお りで

ある。

1)吸 収合併存統会社

歯  号 :三 菱製紙株式会社

住  所 :東京都墨 閥区面願 2‐ 1014
2)吸 収合併消滅会社 (1)

商  号 :北 上ハイ テクベーパー株式会社

住  所 :着 手県北上市相芸町笹長根 35

吸収合併消滅会社 (2)

商 号 〔北菱興業株式会社
住  所 :岩 手 県北上市相去町笹長根 35

第 3条 (無 対価合併 )

甲は本合併 に際 して、乙丙の株主に対 して株式の発行及び金銭等の交付 を しないもの とす

る。

第 4条 (合 併 によ り増加す る資本金及び準備金等の額 )

本合併 によ り中の資本全及び資本準備金 は増加 しない。

第 5条 (本 合併の効力発生 日)

本合併 の効力発生 鳳は、2028年 4月 1日 とす る。ただ し、「及収合併の手続 きの進行に応

じ、必要 あるときは、甲乙丙協議 の うえこれ を変更す ることができる。

第 6条 (合 併承認取締役会 )

甲乙丙は、効力発生 日の前 日までに、取締役会 を開催 し、本契約 の承認 を求める。

第 7条 (会社財産の引継 )

甲は、効力発生日において、効力発生日の前日における乙丙の全ての資産及び負債並びに権利義務の一切

を承継する。

第 9条 (解散の費用 )

効力発生 日において、乙丙の解散のために支出す る費用は、す
べて甲の負担 とする。

第 10条 (協 議事項 )

本契約に定めた事項のほか、合併 に関 し必要 な事項があるときは、本契約の趣 旨に基づ

ぃて、 F自 乙協議の うえ、決定す る。

以上の契約 を証するため本書 l通 を作成 し、甲が本紙 を乙丙がその写 しをそれぞれ保有す る。

2022年 H月 14目

甲

東京都墨 田区両国 210-14

三菱製紙株式会社

代表取締役社長 本坂 隆一

岩手県北上市相去町笹長根 35

北上ハイテ クペーパー株式会社

代表取締役社長 太 岡 積二 I

岩手県北上市相去町笹長根 35

北菱興業株式会社

代表取締役社長 片方 斎と

乙

一内
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(百万円未満切捨て)

示は対

経常利益
親会社株主に帰属する
当朝純利益

2022年 3月 期

職

百万円

|,964

△636

0′。 百 万 円

1 096

△ 532

(,主 ) 為1益 2022年 3月 期   6.957百 万円(1

(参考)持分法投資損益  2022年 3月 期   1.066百 万円

紺資産

百万F尋

215,879

209 438

1年 3 万

円

自己資本iヒ率 1株当たり純資産

9る

3

2022年 3月 期
2021 年 3月 期
(参考)自 己資本 ?022年 3民 期 69 万円   2021年 3月 期

百万Fl

69 613

69 902

32 2

30 0:

調 銭

1 565 38

1 408 45

62 898[ζ 万 円

3

2 配 当の状況

シュ・フ El―の

投資活動による
キャッシュ 'フ El一

財務活動 |こ よる
キャッシェ・フrttl一

合計

配基金総額
(合計 ,

現金及び現金同等物
期末残高

百万鶴

△2 557

zへ 2 093

田 銭

0 00

0 00

百万 濁

3 500

百万円

9 047

15 701

年FP民 配当金

円 繊

純資産
配当率

卜す銭 円 銭 円 銭

0 00

0 00

百 万 円 % ％
　
一2021年 3月 期 0 00

202 2年 3月 期
2023年 3月 期
(予想 )

5 00 5 00

3 ?023年 3月 期の進絡業績予想 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )

売上高 営業利益

百 万 円 |

示|ま

百 万 円
|

2 5001

銘
　
一

％

９9

百万隔 |

131 920

162 326

%
121
△ 166

営業利益

％
　
一

∠ゝ | 770

売上高

2022年 3月 期
2021年 9月 期

百 万 円

Zゝ 248

％
　
一

自己資本当期純利
益率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

2022年 3月 期
2021年 3月 期

1株当たり当期純
利益

豪株当たり当期純
調

調 銭

24 62

△56 72

用 銭

一　

一

0ち

17
△41

9ぅ

09
△03

O′。

△01
△ 1  1

総資産

営業活動による
キャッシュ・フロー

百 万用

|.698

13014
2022年 3月 期
2021年 3月 期

百万需

△6 091

4＼ 4 512

第 1幽半鶏末 第 2四半鶏末 第 3四半期末 期末

配当性膵:
(連結 ,

経常和!益
1株 当たり
基期繊利益

親会社株主に帰晟 :

する当戴純利益 :

78 21

●ち: 百万 円

1 500 3 3

隅 錫

33 74200 000

(%



※ 注記事項
(1)期中における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
新規  ―社 (社名)           、除外  ―社 (社名)

2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更
② ①以外の会計方針の変更
③ 会計上の見積りの変更
④ 修正再表示

(3)発行済株式数 (普通株式)
① 期末発行済株式数 (自己株式を含む)
② 期末自己株式数
③ 期中平均株式数
(注 )当社は、役員報酬81Pl言託を導入しており、信託が所有する当
において自己株式として取り級つております。

「 (3)発行済株式数 (普通株式)」

(参考)個 別業績の概要
¬.2022年 3月期の個別業績 (2021年 4月 1日 ～2022年 3月 31日 )

(%表示は対前期増減率)

(参考)自 己資本 2022年 3月 期  49,064百万円   2021年 3月 861百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料4ページ「  ヽ 経営成績等の概況  (4)今後の見通しJを ご覧ください。

笠
い

有

無

有

無

2

2022年 3月 期 44,741,433株 2021年 3月期 44,741,433株

2022年 3月 期 288,324株 2021年 3月期 88756林

2022年 3月 期 44,543,972株 2021年 3月期 441658′ 368株

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

2022年 3月 期
2021年 3月 期

百万円

95,828

86,619

%
106
△ 186

百万 円

159

△3,095

％
　
一

百万円

4,589

△735

％
　
一

百万円

1,793

△5818

％
　
一

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

2022年 3月期
2021年 3月 期

円 銭

40.26

△ 130 26

用 銭

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

2022年 3月 期
2021年 3月期

百万円

163,109

166,702

百万円

49,064

46.861

％

＝

劇

円 銭

1,103 46

1,049 07
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三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

1.経 営成績等の概況

(1)当 期の経営成績 の概 況
当期は、新型コロナウイルス感染症の拡大に刈する防疫 と経済の両立が進展 し、経済活動は一定程度の回復がみ

られました。 方、海上輸送コンテナや諸資材の不足、lllヒ送遅れなどによる物流の混乱は収束せず、ロシア・ウク

ライナの地政学的リスクの高まりからエネルギー価格や資材価格が高l寺 しました。

婆社グループをTメ リ巻く環境におきましては、外出やイベン トの制限が緩和されたことなどから需要の回復がみ

られまし′た。 しかしながら、製品配送コス トの上昇に力Bえて、原油・石炭・天然ガスなどの燃料価格急騰の影響を

大きく受けることになりました。

このような状況 卜、当社グループは各事業の需要動向に合わせた生産体制の拡大・維減を実施し/1:産性の向上を

図るとともに、販売lTでは製品価格の改定やォllttI品の拡販に努めました。

最終年度となる「新中期経営計画」 (2019年 4月 ～2022年 3月 )につきましては、 3つの重点戦略、

① 王子グループとのアライアンスによる強|』な経営基盤の確立

② 既存事業のμ∫構築を充実

③ 新たな収益の柱の育成による事業基盤の多様化

に精力的に取組み、基本方||で ある「新しいステージに立った事業基盤の強化と多様化むを進めました。

工子グループとのアライアンスでは、2021年 10月 に当社白河事業所のブレスボー ドJ「業を王子エフテックスl十オむヘ

事業譲渡するなど、資本業務提携を通じて事業ホー トフォリオの変革と経営基盤の強化を進めました。

当期の連結売上高は1,319億 2Tん 円 (前剃比121%増 )と なりました。

損益面では、原燃料高蹄の影響を受けたものの、生産販売数量の回復や固定費削減などのコストダウンにより、

連結営業損失は 2億 4千 8百 力用 (前期は連結営業損失17億 7千万円)、 連結経常利益は19億 6千 4百万円 (前朝

は連結経常損失 6億 3千 6百万円)と なりました。親会社株主に帰属する当期純利益は10億 9千 6百万円となりま

した。

セグメン トごとの経営成績は、次の通りとなりました。

(単位 :百万円)

売上高 営業利益 (△は損失)

2021年 3月 期 20224卜 3月 期 l曽減率 2021年 3月 期 2022年 3月 期 増減率

辛Rぞ子

セグメン ト

紙・パルブ 125,340 135,986 85 公1,299 ∠ゝ3,421

イメージング 25.182 32,296 28.2 どゝ2,123 837

機能材 15, 144 18,134 19,7 1,506 2,121 40 8

倉庫 `運輸 7,550 7,822 3.6 149 231 55,3

予「 173,217 191,239 12. 1 △ 1,77ユ △230

その他 5,630 7,020 24 7 17 75 60,7

178,848 201,260 12.5 Δl,724 △ 154

調整額 (注 ) ど【16,523 △ 19,339 △ 45 △93

合計 162,325 181,tJ彦0 121 △ 1,770 と、248

(注)調整額は主として内部取引に係るモ)のです。
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三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 到 決算短信

(紙・パルブ争:業 )

国内市場につきましては、コ瀬ナ禍の影響により大きく需要を減らした前年比で印刷用緑を中心に販売数量、企

額ともにl曽加 しました。輸出につきましては販売数量、金額ともに増加 しました。また生産面では需要動向に合わ

せた生産体制を継続 してまいりました。

市販バルプにつきましては、世界的な物流遅延・北米の豪雨被害等により市況価14が高騰 し、販売数景、金額と

も|こ増加しました。

欧州子会社につきましては、販売数量、金額ともに増力日しましたハ

ー方で、日内、欧州とく)に原燃料価格が急騰 し、コス ト面で大きな影響を受けました。

以 工の結果、紙・ハルブ事業は増収減益となりました。

コロナ偶の先行きは依然として不透明ですが、紙需要は品種・用途によって回復度合いの差がはっきりしてきま

した。その中で下期には印刷用紙、情報用紙、自板紙企般について製品価格の改定を実施しましたが、足元ではウ

クライナ情勢の影響等により原燃料価格が想定を上回る水準で推移しております。

かかる状況下、白51し'努力として引き続き需要動向に合わせた生産体制最適化と在庫水準適T化のll文 り組み継統、

また王子グループとの物業深化に加えて、アヽルプ、クラフ ト紙、機能板紙、肌ブラスチンクに寄与するバ リアコー

ト紙など紙素材としての品揃え拡大を強力に推進し、製品ポー トフォリオの転換と早期の収益安定化を日指してま

いります。

(イ メージング事業 )

新型コロナワクチン接種の進展等で感染状況が落ち夕
三ぃた地域では旅行やイベン トの行動制限が緩和され、国内

および海外市場ともに画像とJ力 用途を中心とする写真感光材料やインクジェット用紙の需要が回復しました。ま

た、成長分野では業務用途のインクジェット用紙やエレクトロニクス関連製品の新規開拓が進み、1曽収増益となり

ました。

生産体制の継続的な見直しをおこなって ,、死存事業の共盤を強化するとともに、世界各国の市場動向に柔軟に対応

とンながら成長分野での新規拡販を推進 しつつ、国内外で収益力向上に取り組んでまいります。

(機能材事業 )

水処理1英支持体、バッテ リーセパレータなどは需要の増加により堅調に推移 しました。また、化粧板原紙やテー

プ原紙の需要もけ|き続きlT感で前年を ti回 ることができました。販売端の効栄に加え、生産性向 Lに よるコストダ

ウン効果等 もあり増収増名ヽとなりましたΦ

】|き続き、水処デll膜支持体の新規ユーザー獲得やMBR(膜 分離活性汚泥法)膜用への展開に加え、バッテリー

セパレータ、耐黙不織布、テープ原紙、新たに立ち上げたメル トブロー不繊布の拡販に注力してまいります。

(2)当 期の財政状態の概況
当連結会言十年度末の資産は、現金及び預金、有影固定資産等の減少はあつたものの、受取手形、売掛金、退職給

付に係る資産等の増力||により、前進結会計年度末に比べ64億 4千万円増加し、2,L58億 7千 9百万円となりました。

負償は、文払手形及び買掛令等の増加はあったものの、有利子負債の削減等により、前連結会計年度末に比べ2

億 7千万円〕支少し、1,462億 6千 5凸
・
力円をなりました↑

純資産は、親会ネ〔株主に帰尾する当期純和1益の計 ri、 選織綸付に係る調整累計額特の増加により、前連結会計年

度末に比べ67億 1千 1百万用増力開し、696億 生千 3百万円となりましたっ
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(3)当 期のキャ ッシュ・ フローの概況
当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ66億 5千 4百万円減少し、90億 4千

7百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー )

営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に

'ヒ

ペ113億 1千 6百万円減少 し、16億 9千 8百万世」となりま

した。収人の主な内訳は、減価償却費84億 8千 9百万円、仕人債務のl曽加60億 8千 3百万円であり、支出の主な

内訳は、債権流動化実行額の減少などによる売上債権の増加 125億 5千 二百万呼lであります。

(投資活動によるキャノシユ・フロー )

投資活動の結果使用 した資金は、前連結会計年度に比べ 4億 5千 9由 万円ユ歯加 し、25億 5千 7市万円となりま

した。支出の主な内訳は、有形及び無形固定資産の取得による文出62億 5骨 5百 万円、収入の主な内訳は、投資

有価証券の売却による収入27億 5千 9白 万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー )

財務活動の結果使用した資金は、前連結会言十年度に比べ15億 7千 8白
‐
万円増加 し、60億 9千 1百万円となりま

した。これは主にコマーシャル・ペー′く―ゃ借入金の返済によるものです。

(4)今後の見通 し
次期の連結業績につきましては、売上高は2,000億円、営業利益は25億円、経常利益は35億円、親会社オ未主に帰属

する当靭純利益は15億円を予想しております。

上記業績見通し,よ、為替レー ト125円 /米 ドル、135円 /ユーロを前提としております。

なお、業績予想につきましては、士見時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を合

んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる刺甫と性があります。

(5)利益配分に関する基本方針及び当朔 。次期の配当
茉」余企の配当等の決定に関 tンましては、株主への利益避元を経営の重要課題と位置づけ、各串:業年度の業価と今

後の経営諸施策に備えるための内部留保を総合的に勘案しながら、西」当を安定的に継統することを基本方針としま

す。

しかしながら、直近の業績動向を総合的に判断した結果、株主の皆様には誠に中し訳ございませんが、当期の期

末配当につきましては、見送ることとさせていただきました。

なお、次期の配当につきましッては、上記基木方,十に基づき、 1株当たり5円 の期末配当を予定しております。

2.会 計基準の選択 に関する基本詢な考え方
当社グループは、連結財務諸衣の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本熱準で連結財務諮衣

を作成する方針であります。

今後の目内他社の IFRS採 用動向等を勘案し、迪切に対応していく方針であります.
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(3)連結株主資本等変動計算書
前連結会言十年度 (白 2020年 4月 lH 至 2021年 3月 31口 )

三菱製紙株式会社(3864)2022年 3月 却1決算短信

(単位 :百万円)

株主資本

資本金 資本系1余金 fl益剰余企 自己株式 抹圭資本合計

当期斉残高 36,「,61 くヽ,55あ 1(】 ,719 △ 152 58,SS4

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会議|力 ′|の 変更を反映

した当期古残高
36,561 8,555 13,719 ど1152 38,681

当期変動額

剰余企の祀第 △223 △223

欠損境柿

親会社株 主に帰属す

る当期純利益又は親

会オナ株主にJ耐 屈

'~る当期燕こ】ヨ失 (△ )

どЦ2,532 ▲2、 532

連結子会社のi青算 4 4

白己株式のl叔得 △ 0 △ 0

自己株式の/支 L分

株主食小以外の項 H
σ)

当朗変動額 (純額 )

当期変動額合計 △2,751 △ θ ハ21752

当期人残再 i〕 6、 561 8,555 10,967 Zゝ 152 5ら ,98フ

その他の包活利益累言1額

引1支配株主持分 純資推合計その他有価証券

評/111差額企
為替換算訓革勘定

選職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累刊額合言|

当期苫残高 1,206 1,095 △461 1,8`10 2 60,527

会帝1方

'Iの

変 更によ

為素希白1形挫各a

会計方11の変更を反 Wt

した当翔由残高
〔 ゼ()6 1()(〕 再 へ161 I A′ 1(' ti(,,ふ ,7

当期変動額

刑余ノ_ヽの配 J帝 △223

欠快填補

親会社株主に帰屈す

る当期和L利益又は†え

会社株主に帰島する

当期純損失 (△ )

≦2.532

連絡丁会社の溝算 1

白己株式の取得 △ 0

白ll株式の処分

株主資本ツ外の項日

¢)

当期変」サl額 (純額 )

2,736 △ 185 2,｀)7判 5, 125 1 5, 126

当期変助額合言I 2,736 △lS5 2,574 5,125 1 2 374

当期末残1蔦 8,912 910 2,112 6,965 巧 62,902

-9-



当連結会計年度 (自 2021年 4月 上H 至 2022年 3月 31日 )

三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 剃 決算短信

(単位 :百万円)

株主資本

資本金 資本剰余企 利益剰余企 自己株式 株主資本合討

当期肖残高 36,561 8,555 10,967 △ 152 55,982

会計方を|の変燕くによ

る累積的影響額
△168 △ 16(1

会帝1方 ,|の 変更を反映

した当期皆ア/支高
36,561 8,35馬 101798 △152 55,763

当期変動額

剰余金の配当

久損填補 △2,067 2,067

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は規

会社株主に帰属する

当期純損失 (△ )

1,096 11096

連結子会社の清算

自己株式の収得 △75 △75

自にと株式のフくlt分 △ 0 0 0

株主資本以外の項 目
の

当期変動額 (純額 )

当朗変動額合計 △2,067 tl,ユ 6B △75 1,020

当期末残高 36,561 6,488 13,962 ∠ゝ228 う6,784

そ′ノ他の包括利イ

“

紫計額

非支配際i持分 純資産合計その他′有価証券

評価差夕負金
為符換算 tl町4畜μ_11定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利ね

黙計額今計

当期とlダ主高 8,942 9甚 0 2,112 6,966 コ 62,902

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△ 0 △169

会計方全rr′ )変 更を反 T(

した当期甘夕文商
3,942 り10 2,11ツ 6,965 狛 6Z,7と 3

14期変動額

剰余令の配当

欠損填補

親会社株主に帰属す

る当翔純和〕益又は祝

会社株主に帰属する

当翔純損失 (△ )

1.096

連結了会社の清第

自己株式の封lk得 △7馬

自己株式の処分 0

株主資本以外の項 目
の

当理変いテl額 (純額 )

145 42 5,069 5,858 5、 859

当期変動額合言| 745 42 5,069 5 858 0 6,380

当期末残高 4)688 952 T,182 12,824 69,613

-10-
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三菱製紙株式会社(3864)2022年 3月 期 決算短信

(5)連 結財務諸表に関する注記事項
(継統企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(1又益認識に関する会言卜基準等の適用)

「収益認識に開する会計基準」 (企業会計基準劣29号 2020年 3月 31日 ①以下「収益認識会言基準Jと いう。)等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束と′た財又はサー ビスブ)支固こが顧客に移転 した時点で、当該財又はサービス

と交換に受†す取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これによる主な変更点として、販売奨テリJ金等については、従来は販売費及び一般管理費として処理しておりました

が、取引対仙の変動部分の額を見頼 り、取引価格から減額する方法に変更しております。また、顧客への商品叉|よ製

解,の販売における当社グループの役割が代理人に該選する取引について、従来顧客から受け取る対価の総額を収益と

して認識 しておりましたが、当該対価の総額から第■者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変

更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第31項 ただし書きに定める経過的な取扱いに従つてお

り、当連結会計年度の以首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の

利益来1余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産Jに表示していた 「受取手形及び売椎卜企どは、当連

結会計年度より
「
受験手形」、「売掛金」に含めて表示し、 「流動負債どに表示 していた |そ の他」は、当連結会計

年度より「契約負債」、「その他」に含めて表示 しております。ただし、収益認識会計基準第89-2項 に定める経過

的な取扱いに従って、前連結会言十年度について新たな表示方法により組替えを行つてお りません。

この結果、1又益認識会討基準等の適用を行 う前と比べて、当連結会計年度の連締損益計算書は、売上高が1,329百

万円、売 卜原価が1,162百 万円、販売費及び一般管 }甲費が207百 万円、営業外費用が 9百万円それぞれ減少し、営業利

益が40百万円増加、経常利益及び税金等訓整前当期純和i益がそれぞれ49百万円増加 しております。

また、当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算審の利益

剰余金の期首残高が163百万円減少 し′ております。

く時価の算定に関する会計}基準等の適用)

「時価の算定 iこ関する会計基準」 (企業会計基準第30号  ,019年 7月 4日。以 ド「時 th算定会,1基準_と いう。 )

等を当連結会計年度の期首から適用し、時 l世i算定会計基準第 19項及び 「金融商品に関する会計基輩:J(企業会計基 rll:

第10号 2019年 7月 4日 )第44-2項 に定める経過的な取扱いに従つて、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を将来にわたって適用することとして為りますDなお、連結財務詰表に与える影響はありません。

(会計上の見横 りの変更)

選職給付に係る会計処理における数理計算上の差異の費ナ]処理年数について、従業員の平均衣存勤務期間が短縮し

たため、当連結会計年度より費用処理年数を当社は11年から10年 に変更しました。

この変更により、当連結会計年度σ〉営業利益、経常和!益及び税金等調整前当剣純利益は、それぞれ44凸 万円減少し

てお ります。
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三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

(セ グメント情報等)

1.報告セグメントの概要
(1)報告セグメン トの決定方法

章社の報告セグメン トは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能でをと,り 、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を予r価するために、定期的に検討を行 う対象となつているものでありますじ

当社は、本社に製品別の事業部を置き、取り扱 う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。

当社グループは事業部を基礎 とした製品別セグメントから構成されており、「紙・パルプ事業」 「イメージン

グ事業J「機能材事業」 「倉庫・運輸事業」の4つを報告セグメン トとしております。

(2)各報告セグメン トに属する製品及びサービスの種類
「紙・パルプ事業」は日J吊 1・ 情宰R用紙、パルプ等の製品群、「イメージング事業」は写真感光羽非|、 インクジ

ェット用紙等の製品群、 「機能糊事業」は機能性羽料等の製品群、「倉庫・運Υttl事業」は倉庫及び貨物運送等の

サービスを取り扱 う事業を遂行 しております。

2 報告セグメン トごとの売上高、和1益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
報告セグメン トの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント関の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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三菱製紙1未式会社 (3864)2022年 3月 剃 決算短信

3.報告セグメン トごとの売 に高、利益又は損失、資滋その他の項日の金額に関する情幸R
前連結会計年度 (白  2020年 4月 1日  至 2021年 3月 31悧 )

報告セグメン ト
その他
(注)1

合言十
調整額
(注)2

連結財務
諸表
計「 額
(注)3

紙・パル

ブ事業
イメージ
ング事業

機能材
事業

倉庫・

運輸事業
計

売上高

外部顧客への売 L高

セグメン ト間の内部
売上i高又は振替高

120,689

4,650

21,904

3,273

12,746

2,398

4,800

2,749

160,110

13,077

2,181

3,446

162,325

10,523 △ 16,523

162,325

計 125,340 25,182 15,144 7 550 ≧73,217 5,630 178,848 △ 16,523 162,325

セグメント利益
又は損失 (△ )

△ 1,299 △2,128 1,506 149 仝 1,771 47 Zゝ 1,724 △45 △ 1,770

セグメント資産 112,742 31,566 17,042 4)302 195,651 9,006 204,660 1,777 209,438

その他の項目

減価償却費

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び
無形国定資産の増加額

6,609

713

4,053

1,624

1,838

647

554

118

61

9,000

713

6,506

128

2,648

16

9,123

8,362

6,522

△ 97

△ 100

9,031

3.362

6,422

(注)1

2

3

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジエアリング業等を含んで

おります。

調整額は下記のと弟りです。

(1)セ グメント利益又は損失の調整額△45百万円には、各辛R告セグメントに配分していな了ヽ全41!費用△0白

万円、セグメント関取引消去△45百力円が含まれておりま十@企社費用は、主に報告セグメントに帰属
しない 般管理費であります。

(2)セ グメント資産の調整額4,777百万 1よ 11こは、各報告セグメントに西ど分していない全社資荘19,612百 万円、

セグメント問取引消去△ 1ィ1,864百 万円が含まれております。

(3)減価償去‖費の調整額△97百万円は、セグメント間取け1消去△97百万円であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△100百万円は、セグメント間取け1消去△100百万円で

ありま十。

セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損欠と調整を行つております。
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(注)1

2

3

三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

当連結会計年度 (白  2021年 4月 二日 至 2022年 3月 31日 )

「その他」の区分は、報告セグメン トに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング業等を含んで

お りま■
~。

調整額は下記のとお りです。

(1)セ グメン ト利益又は損失の調整額は、セグメン ト間取引消去であります。

(2)セ グメン ト資産の調整額△3,627由 万円には、各報告セグメン トに自己分していない全社資産11,243百万

円、セグメント間取引消去△14,871百 万円が含まれておりま十。

(3)激価償去「費の Hl:工J整額は、セダメン ト問ll文引消去であります。

(4)有形脂1定資聴及び無形階1定資産のI曽力l額のlil.q整額は、セグメント閉取引消去であります。

セグメン ト利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行つておりますっ

報告セグメント

紙・パル

ブ事業
イメージ
ング事業

粘箭ヒ材
‐

事業

倉庫
連輸事業

言十

その他
(注 )1

合計
調整額
(注)2

連結財務
語表
計上額
(注)3

外部顧客への売上高

セグメン ト間の内吉る
売上高又は振替高

売 と高

130,313

5,672

27,658

4,737

15,389

2,744

5,155

2,667

178,418

15,321

3,502

3,517

181,920

19,339 △ 19,339

181,920

計 135,986 32,296 13,134 7,822 194,239 7,020 20と ,260 △ 19,389 181,920

セグメン ト利益
又は損失 (△ )

∠＼3,421 837 2,121 231 △ 230 75 △ 154 △ 98 △248

セグメン ト資産 150,750 31,888 20,279 4,225 210,144 9,362 219,507 △3,627 215,879

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

その他の項目

減価償却費 6,346

724

2,S69

1,260 700

2,129

153

163

8,460

724

5,861

123

3,705

8,583

4,430

5,837

△ 94

△ 95

3,489

4,430

5,791
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三菱製紙株式会社 (3864)2022年 3月 期 決算短信

(1株当たり脂報)

潜在1未式調″Fて後 ll芹、当たり当魏純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

役員報酬BIP信託が保有する当社株式を、 1株 当たり純資産額の算定上、朝末発行済株式総数から挫除する自己
株式に含めてお ります。 (前連結会計年度―株、当連結会計年度203,600株 )

また、 1株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の詰1第において控除する自己株式に含めております。
(前連結会計年度―株、当連結会言十年度113,134株 )

(注 )1

2

3.1株 当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

4.1株 当たり当期純利益又は 1株当たり当期純損失の算定 Lの崇石楚は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(白  20204F4月  1 日
至  2021年 3月 31日 )

当運結会計年度
(白  2021年 4月 l Fl
至  2022年 3月 31日 )

]株 当たり純資産額 1,′108 45干】 1,565.881ヨ 1

1株当たり当期純利益又は
1株道たり当期純損失 (△ )

△5672円 24 62Fl

潜在株式調確後 1株当たり当期純和1益 ―円 ―円

前連結会計年度
(2021年 3月 3と 日)

当連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

純資産の部の合計額 (百万円) 62,902 69,613

純資脱の部の合計額から控除する金額 (百万円) 4 5

(う ち非支配株主持分 (百万円)) (1) (5)

普通株式に係る期末の純資差額 (百 万円) 62,398 69 608

1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数 (株 )

44,657.677 44,453,109

前運結会計年度
(自  2020年 4月 1日
至  2021年 3月 31日 )

当連結会計4F度

(自  2021年 4月 1日
至  2022年 3月 31日 )

親会社株主に帰属する当期純利益叉は
期会社株主に帰属する当期組キ昌失 (△ )(百万円)

△2,532 1,096

普通踪式に係る規会イI:株主に帰晟する
当期布L利益又は親会社株主に帰属する
当畑純授 ,こ (▲ )(百万 1J)

△2,332 1,096

普通株式の期中平均株式数 (株 ) 14,658,368 41,543,972

(重要な後養事象 )

該当事項はありません。
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